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３ 要旨 

近年の温暖化により、モモ「あかつき」
の生育期の気温が上昇し、開花期、収穫期
が前進している。 

 
（１）1976 年～2015 年の 40 年間における

２～７月の平均気温は、平均で 10 か
年ごとに 0.3℃上昇しており、モモ
「あかつき」の生育は、平均で 10 か
年ごとに満開日が 1.0 日、収穫盛期
日が 1.7 日前進している（図 1）。 

（２）以後、2016 年～2023 年の 8 年間
は、2006 年～2016 年の 10 か年間に
比較して、平均気温が 0.8℃上昇して
おり、モモ「あかつき」の生育は、
満開日が 11 日、収穫盛期日が 9 日と
顕著な前進が見られる（図 1）。 

（３）気温及びモモ「あかつき」の発育デ
ータは、果樹研究所における 1976
年～2023 年の観測値を用いた。 
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図１ ２～７月の気温の上昇とモモ「あかつき」の生育 


